
活 動 プ ロ グ ラ ム 

 

団体名（ 岡山県PTA連合会 ） 

１．事業内容 

☑ 子どもたちの生活習慣や学習習慣の確立に関する活動 

□ 不登校（傾向）児童生徒対象の体験活動 

□ 自然体験、生活体験、社会体験に関する活動 

□ 家庭教育支援に関する活動 

    ※複数選択可 

 

２．活動プログラム名 

「 スマホ等ネット利用に関する保護者や子どものための研修会 」 

 

３．目 標（ねらい） 

※プログラムを通して、参加者に身に付けさせたい力、はぐくみたい姿等 

スマホやネットのメリット、デメリットを理解し、適切な使用方法について主体的に 

考えるとともに、高いモラルや規範意識、自制心など社会で求められる資質能力を育成 

する。 

 

 

４．活動計画  ※対象者の活動及び活動実施に向けた研修会等を記載してください。 
 

回 

 

 
★目標 

・活動内容・対象・参加者人数・スタッフ人数・会場等 
◆目指す参加者の姿 

（評価方法） 

第

１

回 

★スマホやタブレットの適切な使い方を理解するととも

にそれを実践できる力を身につける。 

4校での実施を想定。 

・活動内容： 

1〈講演・ワークショップ〉30分～40分程度 

  ・講師による講演 

・各学校の希望を考慮する。 

2〈振り返り〉 

 ・各家庭における子どものスマホの使い方について

参加者各自でルールをワークシートに記入作り、ワ

ークシートに記入。その後グループで共有する。 

  

◆他者との関わりの中で

（講演、ワークショップ）、

自分のスマホやネットの使

い方の改善すべき点を見つ

けることができる。また適

切な使用方法について考え

を深め、実行にうつすこと

ができる。 

（ルール作り／事後アンケ

ート） 



 ・講演会が全て終了した段階で、Google Forms で事後

アンケートを実施する。 

・参加者が作成した各家庭でのルール、事後アンケー

ト結果をHPに掲載する。 

・対象：児童生徒・保護者・教職員 

・参加人数：各単位PTAにより異なる。 

・会場：各単位PTA 小中学校 

・HPに児童生徒、保護者が考案したルールを掲載 

 

 

５．展 開 

回 

時間 
内 容 準備物 留意点 

◆目指す参加者

の姿 

（評価方法） 

【第１回】 

   ３分 

    

    

 

講演・ワークショップ 

【導 入】 

○趣旨説明、ねらいの確認 

会場校責任者挨拶 

講師紹介 

＊講演会後に、スマホ利用の

際のルール作りをすること

を予告しておく。 

 

 

 

 

・パソコン 

・プロジェクタ 

 

 

 

・講演会の時間

が十分確保でき

るように、導入

は短時間で済ま

せる。 

 

 

 

 

30～45分 

 

【活 動】 

○講師による講演 

井上潔先生 

（県青少年健全育成アドバ

イザー） 

桐野志摩美先生 

（Compallet代表） 

 

＊いずれかの先生に依頼 

 

 

・パソコン 

・プロジェクタ 

・資料 

（講師によって

異なる） 

 ◆講演会を聞き、ス

マホに関わる問題

点を理解し、より良

いスマホの使い方

を考えることがで

きる。 

（スマホ利用のル

ール作り／事後ア

ンケート） 

10分 【振り返り】 

〇ルール作り 

〇グループで共有  

 ４人程度のグループで共

有する。 

・ワークシート ・時間制限を設

けて活動させる

ことで、集中し

て活動に取り組

めるようにす

る。 

 



研修会 

終了後 

〇事後アンケート 

タブレットを使って入力す

る。会場で時間がない場合は、

HRもしくは家庭で実施しても

らう。 

・QRコードを記載

したプリント 

 

 

 

 

 


